
令和7年度 指定介護老人福祉施設【特別養護老人ホーム】

法人名称 社会福祉法人渓流会

事業所名称 草花苑

事業所所在地 東京都あきる野市草花1980番

事業所電話番号 042‑559‑8131

理念・方針

事業者が大切にしてい
る考え（事業者の理念
・ビジョン・使命な
ど）

１) 事業者が大切にしている考え(事業者の理念・ビジョン、基本方針な
ど）のうち、特に重要なもの(上位５つ程度)を簡潔に記述 (関連　カテ
ゴリー１　リーダーシップと意思決定）
２)　上記理念を、ケア場面で実現するべく、事業計画の中に、ケアス
タッフリーダー層が自ら考え共有したケアスタッフの方針として、「寄
り添い共感できるスタッフであること」を数年来掲げている。
３)　トップダウンをなるべく排除して、ボトムアップを意識した運営を
目指している。軸となる個別ケアを展開し、ケアの専門性を向上させる
為に、介護記録の充実、居室担当活動の活性化、委員会活動の活性化、
介護職組織の職制構成等に工夫をしている。
４)　他施設介護職との協働企画の介護学生向け「さんえんキャンプ」、
隣接特養と協働実施の地元自治会向け交流事業「オリカフェ」、同市内
・八王子・桧原村の5法人5特養で実施する介護職員向けステップアップ
研修の企画提案呼びかけ等、地域に様々な形で広がる可能性を持った企
画や実践を試行錯誤している。 

当事業所は自然に囲まれた広い敷地内に立地し、利用者は自然と触れ合いながらゆったりと生活し
ている
当事業所は大きな川に面した広い敷地を有し、施設の２階と３階からは川や山が眺められ、庭には
梅や桜、ミカンや薔薇が季節毎に咲き、畑では端正に育てた夏野菜や秋野菜が実り、食卓に提供さ
れている。玄関前も広く、事業所の行事としての花火大会や餅つき大会、神輿や移動スーパー等が
楽しめ、外気浴や日光浴、さらに散歩や花見でも楽しんでいる。玄関前では人懐っこい猫も出迎
え、利用者の楽しみにもつなげられている。玄関前は広い屋根もあるため、天候に関係なく外出気
分やピクニック気分が味わえ、利用者の生活に厚みを加えている。
法人や事業所の基本方針、運営方針を職員間で共有し、利用者一人ひとりを尊重した支援を行って
いる
法人や事業所の基本方針と運営方針をホームページに掲載し、閲覧者に周知している。また、毎年
策定する事業計画書のトップページにも法人としての基本方針とともに４項目の運営方針を掲げ、



職員に配布するとともに周知している。特に基本方針は「優しさ」や「思いやり」とともに「愛」
の心を謳い、高齢者一人ひとりを尊重した支援やサービスへつなげている。運営方針にも「基本的
介護サービス(ケアプラン、食事、入浴、排泄)の充実」や「余暇活動の計画的運用」を掲げ、職員
間で連携しながら利用者本位の支援を行っている。
毎日カンファレンスを開催し、安全の確保とともに利用者本位の生活に向けた支援を協働で行って
いる
各フロアでは毎日定時にカンファレンスを行い、「安全面」と「支援の状況」の両面から利用者を
共有している。安全面ではヒヤリハットを毎日収集、その上で毎日ヒヤリハットカンファレンスを
開催、利用者の安全の確保につなげている。また、支援状況に関してのカンファレンスでは、利用
者に関係するすべての専門職間で利用者の状態を共有、専門的な見地も踏まえた利用者の思いの共
有とともに計画との僅かな相違点も修正につなげている。最低でも毎年４回正式なカンファレンス
日を設け、さらに利用者に合わせて開催、利用者本位の生活を視野にしている。

得意な面をさらに伸ばす、職員一人ひとりの育成が期待される
毎年研修計画を作成し、職員のキャリアアップへの意向や経験等に応じた育成が行われている。そ
の中で、個別面談等を利用し、職員一人ひとりの得意な部分も共有、さらなる育成につなげること
が期待される。得意分野は自信にもつながり、利用者サービスの向上に連動しているものと思われ
る。
多くの最新情報を収集し、ICT化だけでなくIOT化にもつなげることが期待される
介護の世界にもAIやロボットの導入が始まり、当事業所も介護ソフト等から情報通信技術といわれ
るICT化を進めている。さらにこれからはモノのインターネットといわれるIOT化も視野にし、情報
を収集することが期待される。職員への各種の負担の軽減につながるものと思われる。助成金等の
情報もさらに得ていきたい。
現在の家族や地域との協力体制、連携体制の継続とともにさらに少しづつの増加が期待される
当事業所は都心と違った地域柄もあり、地域や家族との連携や協力体制にも限界がある。その中で
も地域や家族との交流の機会を毎年増やし、利用者の楽しみも提供している。今後もこの流れが後
退しないよう、コロナ禍前の連携体制を振り返り、現在よりさらに厚い連携につなげることが期待
される。利用者と外部の人たちとのふれあいは、楽しみにもつながるものと思われる。

    毎年「不適切ケアアンケート」を実施し、利用者の尊厳を大切にした支援につなげている
毎年事業所オリジナルの「不適切ケアアンケート」を実施し、振り返りを行っている。質問項目は毎年
統一し、集計するとともに傾向も把握、数値化やグラフ化したうえで年度末に全体研修を開催、職員一
人ひとりに意識付けしている。さらに毎年２回、「サービスマナーアンケート」でも自己評価を実施し
て振り返りを行い、上長との個別面談でアンケート結果を共有、すべての職員による利用者の尊厳を大
切にした支援につなげている。 

    イベント食や行事食をさらに充実させ、食事の楽しみを提供している
嗜好調査や栄養アセスメントとともに毎月、利用者と職員との給食懇談会を開催し、利用者の希望する
料理の提供につなげている。正月から始まる年中行事に合わせた料理とともに寿司の日やラーメンの
日、利用者の出身地の郷土料理やうなぎ、リクエスト食やお楽しみ食、ハマチの解体ショー等々、食事
での楽しみを提供している。さらに外食に出かけたり、料理クラブでは和や洋のおやつを楽しみ、毎週
食事での楽しみを提供している。 

    レクリエーションの充実とともに生活の充実にもつなげている
新型コロナウイルスの影響を受け、事業所内での活動が中心となり、職員間で工夫しながら利用者の楽
しみを提供していたが、昨年度から事業所内の広い敷地も含めた外出での楽しみをより多く提供してい
る。認知症の利用者には不穏の傾向がみられるとマンツーマンでドライブに出かけ、気持ちを明るくさ



せている。ミニドライブでの花見にも出掛け、大型スーパーでは買い物や外食も楽しんでいる。敷地内
でも花見やミカン狩り、花火大会や子ども神輿を楽しみ、事業所内でも職員が工夫したレクリエーショ
ンや多くのクラブ活動、苑内喫茶店も楽しんでいる。 



調査対象：事業者と協議し、質問内容の理解が難しい利用者などを除いた、調査に協力可能な利用
者４名を調査対象とした。

調査方法：アンケート方式  
聞き取り方式の調査を実施した。調査可能な利用者を予め事業所側と打合せ、1対１の対面により調
査項目に則って実施した。

利用者総数： 85人

共通評価項目による調査対象者数： 4人

共通評価項目による調査の有効回答者数： 4人

利用者総数に対する回答者割合（％）： 4.7％

調査項目： 共通評価項目

  有効回答者数/利用者総数
4/85

1．食事の献立や食
事介助など食事に
満足しているか

はい 
100%

2．日常生活で必要
な介助を受けてい
るか

はい 
100%

3．施設の生活はく
つろげるか

はい 
100%

4．職員は日常的
に、健康状態を気
にかけているか

はい 
75%

いいえ 
25%

5．施設内の清掃、
整理整頓は行き届
いているか

はい 
100%

6．職員の接遇・態
度は適切か

はい 
100%

7．病気やけがをし
た際の職員の対応
は信頼できるか

はい 
75%

どちらともいえない 
25%

8．利用者同士のト

https://www.fukunavi.or.jp/etc/pdf/hyouka/commons/c7_11.pdf


ラブルに関する対
応は信頼できるか

はい 
50%

いいえ 
50%

9．利用者の気持ち
を尊重した対応が
されているか

はい 
75%

どちらともいえない 
25%

10．利用者のプラ
イバシーは守られ
ているか

はい 
75%

どちらともいえない 
25%

11．個別の計画作
成時に、利用者や
家族の状況や要望
を聞かれているか

はい 
50%

いいえ 
50%

12．サービス内容
や計画に関する職
員の説明はわかり
やすいか

はい 
50%

無回答・非該当 
50%

13．利用者の不満
や要望は対応され
ているか

はい 
50%

どちらともいえない 
50%

14．外部の苦情窓
口（行政や第三者
委員等）にも相談
できることを伝え
られているか

いいえ 
100%
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